
非営利一般社団法人日本甲状腺協会  

  

趣意書  
  

  
第 1版令和 4年 6月 13日 

第 2版令和 4年 6月 16日 

第 3版令和 5年 3月 1日 

第 4版令和 6年 4月 22日

第 5版令和 7年 2月 10日 

 

実施内容:                     

  

     ※協賛ならびにバナー広告（新規、継続）、共催活動 

    

 理事長:山田 正信   

(群馬大学 名誉教授、群馬大学大学院、元甲状腺学会理事長)  

  

寄付賛助委員会:赤水 尚史   
(隈病院長、元甲状腺学会理事長、前内分泌学会理事長、前 President of AOTA)  

事務局:非営利一般社団法人日本甲状腺協会  
〒108-0023 東京都港区芝浦三丁目１７番１１号天翔田町ビル１００９ 

電話番号：080-6645-9425（友松理事携帯）  

E-mail: ftj-office@fthyroidj.jp  

 



ご挨拶 

  

本協会は、甲状腺疾患に関する問題の究明及び解決、かかりつけ医の先生方や薬剤

師、看護師さん、国民の皆さんへの啓発、疫学調査や適切な検査法や治療法の調査・

開発を目的として、2022 年 5 月 2 日発足しました。  

甲状腺から分泌される甲状腺ホルモンは、人の成長や脳の発達に重要であるばかり

でなく成人では、脂質代謝や骨粗鬆症、動脈硬化、高次脳機能障害など種々の疾患発

症と深く関与しています。したがって、甲状腺機能異常は国際的に解決しなければな

らない社会的に重要な課題です。    

 さらに甲状腺の乳頭癌（成人の 10人に一人が罹患）を代表とする甲状腺の悪性腫瘍

はがんの内で最も罹患数の高い疾患で、最近のゲノム医療でも最先端を走っています。  

また、甲状腺ホルモン薬は世界で一番処方されている薬剤であり、抗甲状腺剤と並

んでかかりつけ医の先生方にも適切な使用が求められています。さらに、近年の免疫

チェックポイント阻害薬やチロシンキナーゼ阻害薬、副腎皮質ホルモン、リチウム薬

など甲状腺機能や形態異常を起こす薬剤が多く明らかになっています。   

 このような近年の状況の中、一般社団法人日本甲状腺学会は、学会活動などにより甲

状腺疾患の病態解明や甲状腺診断・治療のガイドラインの作成、甲状腺専門医の育成

に注力されています。一方、協会は、かかりつけ医の先生方や看護師・臨床検査技

師・放射線技師・薬剤師・栄養士などの医療スタッフ、そして一般市民への甲状腺疾

患、そして適切な診断法・治療法・治療中の検査などについて教育し啓発する活動を

続けております。    

l  実際昨年までにテキスト「かかりつけ医のための甲状腺疾患ガイド」を会員の皆様
のご協⼒の基に出版し、これまで内科学会・内分泌学会・糖尿病学会・⼼⾝医学会・
頭頚部外科学会・⼥性医学学会へ計 6,000冊の無料配布を⾏い甲状腺疾患の啓発活動
を⾏いました。 

l 協会員の皆様には、ニュースレターとして最新情報を配信いたしました。 

l 研究調査としては、約 1,000 検体の同一検体を 4社のキットで TSH、FT4などを測定

し、同一病態と評価されるかを検証し、予想外の驚くべき結果を得ており、内分泌学

会の展示部門で発表させて頂き、ニュースレターも配信いたしました。 

l さらに日本甲状腺学会の世界甲状腺デーの市民公開講座に例年共催させていただいて

います。 

l 最近ではホームページを Xや Instagramにリンクさせ、世界へ情報発信しておりま

す。 

  本協会は、活動を 2022 年度から開始し、上記の啓発活動などにより国民のさらな

る健康寿命の延伸と QOLの向上にお役に立てるものと確信しております。さらに、患

者さんの会に支援などを行い、国際甲状腺協会との連携も考慮中です。 



 本協会の活動の趣旨にご賛同いただき、2025 年度もご支援ご援助を賜りますよう宜

しくお願い申し上げます。  

       一般社団法人日本甲状腺協会 

理事長 山田正信  

              

      寄付、賛助委員会委員長 赤水尚史                       

委員 伊藤光泰  

                                                    伊藤公一  

                                                   𠮷村  弘 

   友松盛浩  

  
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



実施概要  

1. 事業の名称  

   日本甲状腺協会の活動全般  

   

2.実施主体  

一般社団法人日本甲状腺協会理事長:山田正信  

(群馬大学 名誉教授、前甲状腺学会理事長)  

寄付賛助委員会常務理事/委員長:赤水尚史   

     (隈病院 病院長、元甲状腺学会理事長、前日本内分泌学会理事長、 

         前 President of AOTA)  

  

3.実施概要  

甲状腺疾患の適切な診断や治療の啓発活動  

4. 協会の目的と意義  

  （一社）日本甲状腺協会は甲状腺疾患の健康障害に対する世界的な学問的および

社会的関心の高まりのなか、疾患に対する基礎的及び臨床的研究の一層の充実を図

るとともに、甲状腺疾患に対する正しい理解を一般医師やメディカルスタッフ、患

者さん、一般市民に普及することを主な目的としております。  

5. 透明性ガイドラインについて  

 日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」に基づき

「貴社で策定する「透明性に関する指針」に従い、下記を貴社のウエプサイト上に公

開することに同意します。  

・共催費に関する実施事業名、共催事業名とその金額  

 寄付金に関する実施事業名とその金額  

  

6.銀行口座  

振込先:東和銀行前橋北支店/店番号: 012  

口座番号:普通  3446950   

口座名:社）日本甲状腺協会 

フリガナ:シャ）ニホンコウジョウセンキョウカイ 

 

 

 

 

 



7. 予算案  

 

 
8. 問い合わせ先 

非営利一般社団法人日本甲状協会  

 〒108-0023 東京都港区芝浦三丁目１７番１１号天翔田町ビル１００９  

   電話番号：080-6645-9425（友松理事携帯）、(電話受付時間 10: 00 〜 17 : 00)  

FAX 番号：027-220-8136  

   E-mail:ftj-office@fthyroidj.jp 

  



 

        協賛、共催申し込み書 

  FAX:027-220-8136                       

令和   年   月  日 

  

非営利一般社団法人日本甲状腺協会殿   下記のように協賛・共催を

申し込みます。  

  

企業・病院名：     

担当者名：     

住所：〒  

 

  

 

 

電話番号:  

FAX 番号:  

メールアドレス：  

  

 協賛金：企業：100,000 円（一口）Ｘ       口  

         会員（病院など）50,000 円（一口）X     口             

 計：              円振込予定日・振込日（どちらかを○）  

      年      月     日（尚、振込が確認され次第領収書を

メールでお送りいたします。）  

 



ホームページへのバナー申し込み書 

          FAX:027-220-8136                       

                                   令和   年   月  日 

非営利一般社団法人日本甲状腺協会殿 

  下記のように貴協会のホームページのトップ画面にバーナーを申し込み

ます。尚、バーナーはリンク先アドレスとともに、ftj-office@fthyroidj.jpの

日本甲状腺協会 広報係 宛に送ります。 

企業・病院名： 

   担当者名： 

   住所：〒 

 

   電話番号: 

   FAX 番号: 

   メールアドレス： 

   バーナー費用（どちらかを○を） 

   （  ）100,000 円（協賛金なしの申請者） 

    あるいは （  ）50,000 円（別に協賛金ありの申請者） 

希望期間：  年  月から１年間 

 振込予定日・振込日（どちらかを○）：   年   月  日 

（尚、振込が確認され次第領収書をメールでお送りいたしま

す。） 

大きさは横 165px×縦 65p、容量は 40KB 以下。	 

インターレース GIF89a フォーマットに限ります。	 GIF アニメーション可。 


